
科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

参考書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

ＱＯＬと⼈間の尊厳 110181B401 2単位

池脇 信直（⽣・医） 30 『〇』

社会福祉学部・臨床⼼理学部（1年） 必修

2022年度前期 講義・SGD

QOLと⼈間の尊厳では、他の⼈と共存して⽣きる⼈間のよりよい⼈⽣とは何かを、「QOL」と「⼈間の尊厳」の⼆つの観点から学
ぶ。病気や障がいを持ちながら⼈⽣を全うすることの意味を知ることは、社会⼈としての基本的な態度を形成する上で重要である。

 「QOL」では、健康・疾病・障がいの関連をもとに「より良い⼈⽣」とは何かを理解するために、⾔葉の持つ意味を中⼼に⼈⽣や⽣
活におけるquality（質）を科学的・構造的に考えるための基礎知識を修得する。  

 「⼈間の尊厳」とは、どのような概念であろうか？例えば、「尊厳死」とは本⼈の⼈⽣観に基づいて延命治療を⾏わないことであ
る。この事例のように、医療・福祉に携わる私たちは、本⼈の⼈⽣観を⾃分の基準とは異なるものとして否定しないこと（⼈間の尊
厳）が特に求められる。「⼈間の尊厳」では、⼈間の尊厳を守ることができる⼈となるために、他⼈の価値観を否定せず容認する考
え⽅を修得する。

 授業はQOLと⼈間の尊厳に関するトピック（話題）をスモールグループディスカッション（SGD）⽅式で進める。また、本授業に関
連したミニデモンストレーションを取りれたアクティブラーニング（AL）を⾏う。

1)教育や学びから⼈⽣や⽣活における「質」と「⼈間の尊厳」を理解し説明できる。
2)QOLの⾔葉の意味を理解し説明できる。

 3)QOLと健康・疾病・障がいとの関連性を理解し説明できる。
 4)QOLと公衆衛⽣活動との関連性を理解し説明できる。

 5)⼈間の尊厳と社会との関連性を理解し説明できる。
 6)⼈間の尊厳と⾃分の轍（わだち）・キャリア・⼈⽣・希望との関連性を理解し説明できる。

科⽬担当者である池脇信直は⼤学病院等で10年以上の実務経験に基づき、最新の情報と資料を提供しながら授業を⾏う。 

受講態度・講義中に⾏うディスカッション・毎回の講義後のレポート提出によって評価する。すなわち、毎回の授業終了後に理解度
テスト（レポート課題）を⾏うと共に、その結果（成果）をフィードバックする。SGD及びAL型授業において、学習への取組み姿
勢（理解度テストの実施、課題提出、積極的な質問や発⾔などの授業への参加）を50%、学期末の定期試験を50%として単位認定を
⾏う。詳細な評価基準は、授業開始⽇に資料を配付して丁寧に説明する。

授業は主に「QOLと⼈間の尊厳」に関わる課題を提供すると共に、その課題をSGD及びAL型（プレゼンテーション）授業を通して
解決する形で進める。予習としては、提供される課題に対して、参考書等を⽤いて前もって調べる、いわゆる「反転授業」を⾏うこ
とが⼤切である。復習としては、毎回の単元で獲得した情報を講義ノート、講義プリント・資料を丹念に読み返し、理解を深めるこ
とが重要である。毎回の授業の前後、週末および⻑期休暇期間を使って、計29時間の⾃⼰学習を⾏うこと。すなわち、1回の授業に
つき4時間以上を⽬安に予習と復習を⾏うこと。 授業内容の順番は⼊れ替わることがある。また、教材が変更されることもあるの
で注意すること。

毎週⽉曜⽇〜⾦曜⽇：12:20〜13:00 

1 1) ⼈間の尊厳と教育を考える 〜建学の理念からの考察〜（理事⻑＆専務理事講和） 講義・SGD 池脇

2 2) QOLの意味について考える① 講義・SGD 池脇

3 2) QOLの意味について考える② 講義・SGD 池脇

4 3) 健康・疾病・障がいからQOLを考える① 講義・SGD 池脇

5 3) 健康・疾病・障がいからQOLを考える② 講義・SGD 池脇

6 3) 健康・疾病・障がいからQOLを考える③ 講義・SGD 池脇

7 4) QOLと公衆衛⽣活動を考える① 講義・SGD 池脇

8 4) QOLと公衆衛⽣活動を考える② 講義・SGD 池脇

9 5) ⼈間の尊厳と社会の仕組みを考える 講義・SGD 池脇

10 5) ⼈間の尊厳と社会が求めていることを考える 講義・SGD 池脇

11 6) ⼈間の尊厳と⾃分の轍（わだち）を考える 講義・SGD 池脇

12 6) ⼈間の尊厳と⼈⽣を考える 講義・SGD 池脇

13 6) ⼈間の尊厳とAI時代を考える 講義・SGD 池脇

14 6) ⼈間の尊厳と希望を考える 講義・SGD 池脇

15 1)2)3)4)5)6) まとめ 講義・SGD 池脇

使⽤しません。

資料（プリント）を配付します。 
参考書を紹介します。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

参考書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

英語 110026B601 2単位

上⽥ 留理（⾮常勤講師） 30 ○

臨床⼼理学科（1年） 選択

2022年度前期 講義

Students will be able to improve their reading， writing， listening， speaking by comprehending English materials regarding to
vasious subjects.  Students will be expected be involved acively in all class activities and tasks.

1）Students will be able to improve reading skill by comprehending grammar/structure of English.
2）Students will be able to comprehend basic writing skill through translation practices.

 3）Students will be able to improve English communication skill through class activities.
 4）Students will be able to comprehend listening skill through dictation practices.

 5）Students wiill be confident expressing their ideas and opinions in English.

This class is designed and couducted based on the experiences of the instructor who had worked as an interpreter and a
translater.  The instrctor was also educated and trained to teach active learning based on the CALA method which had been
created for students of ESL.

Total evaluation on class attitude (40%)， reports (30%)， and a comprehensive examination (30%).

Bring English/Japanese and Japanese/English dictionaries.  Read assigned English materials to prepare for the classes.

After classes

1 1）2)3)4) Introducton of the Class 講義・演習 上⽥

2 3)5) Intercultural Communication (Group Activity) 講義・演習 上⽥

3 1）2）3）4） Cell Phone - Mobile Phone Addict & Reduce Amount of Time to Use 講義・演習 上⽥

4 1）2）3）4) Cell Phone - Mbile Phone Addict & Reduce Amount Time of Use 講義・演習 上⽥

5 1）2）3）5) Process of Learning English  (Practical Activity) 講義・演習 上⽥

6 1）2）3）5) Process of Learning English  (Practical Activity) 講義・演習 上⽥

7 1）2）3） Eight Steps Towards a More Satisfing Life 講義・演習 上⽥

8 1）2）3） Eight Steps Towards a More Satisfying Life 講義・演習 上⽥

9 3) 4) 5) Listening and Understanding English on DVD Material 講義・演習 上⽥

10 3) 4) 5) Listening and Understanding English on DVD Material 講義・演習 上⽥

11 1）2）3）4)
5)

Discussion regarding the contents on the DVD Material 講義・演習 上⽥

12 2) 3) 5) How to Develop Communication Skills Neccessary for Personels in Clinical Psychology Fields 講義・演習 上⽥

13 2) 3) 5) How to Develop Communication Skills Neccessary for Personels in Clinical Psychology Fields 講義・演習 上⽥

14 1)2)3)4) 5) Open Subject  related to Clinical Psychology (the subject chosen by students and necessary
materials prepared by the instructor)

 
講義・演習 上⽥

15 1）2）3）4）
5）

Review for the course 講義・演習 上⽥

使⽤しない。

使⽤しない。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

参考書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

英語コミュニケーション 110031B601 2単位

上⽥ 留理（⾮常勤講師） 30 ○

臨床⼼理学科1年 選択

2022年度後期 講義・演習

Students will improve their English communication ability by useing their knowledge, experiences an  informagion regarding to
various fields.

1) Students will improve their English comprehension skill through class lectures.
2) Students will improve their English communication skills through class activities.

 3) Studtnes will improve their five English skills such as listening, specking, reading, writing and     thinking.

This class is designed and conducted based on the experiences of the instrustor who had worked as an interpreter and
translater.  This instructor was also educated and trained to teach active learning based on CALA method whic had been created
for ESL students.

Total evaluation on class attitude, reports, and a comprehensive examination.

Bring English/Japanese and Japanese/Englsh dictionaries.  Read assigned English material to prpare for the classes

After classes.

1 1-3) Introduction of the Class 講義・演習 上⽥

2 1-3) How to write logical reports in English 講義・演習 上⽥

3 1-3) How to prepare for a presentation (1) 講義・演習 上⽥

4 1-3) How to prepare for a presentation (2)  understanding an audio and vivusl material as an
example.

講義・演習 上⽥

5 1-3) How to prepare for a presentation (3): Choose a theme for a presentation (group activity) 講義・演習 上⽥

6 1-3) Preparation to give a presentation in a class (group activity) ① 講義・演習 上⽥

7 1-3) Preparation to give a presentation in a class (group activity) ② 講義・演習 上⽥

8 1-3) Giving a presentation in a class ① 講義・演習 上⽥

9 1-3) Giving a presentation in a class ② 講義・演習 上⽥

10 1-3) Review and discuss regarding presentations given in a class 講義・演習 上⽥

11 1-3) Learning about English activites for different age groups 講義・演習 上⽥

12 1-3) Making English activites for different age groups ① 講義・演習
 

上⽥

13 1-3) Making English activites for different age groups ② 講義・演習 上⽥

14 1-3) Presenting English activites created by students 講義・演習 上⽥

15 1-3) Review for the course 講義・演習 上⽥

使⽤しない

使⽤しない



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

参考書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

キャリア教育 110005B601 2単位

横⼭ 裕（⼼・⼼） 30 ◯

臨床⼼理学科（２年） 選択

2022年度前期 講義

本講義の⽬標は、「豊かな⼈間性、⾼いコミュニケーション能⼒、⾼度な臨床的知識を備えた⾔語聴覚⼠または公認⼼理師」になる
ために（DP1,2,4）、社会⼈としての基礎を⾝につけながら、並⾏して専⾨職を⽬指す者としての基礎を⾝につけることにある
（CP1,2）。

１）⾃分の特徴（いわゆる⻑所・短所）を客観視する。
２）⾃分と社会との接点に気付く。

 ３）⾔語聴覚⼠及び公認⼼理師の仕事の社会的側⾯について知る。
 ４）⾃⼰キャリアデザインに必要なスキルについて知る。

 ５）⼈⽣１００年時代を⽣きる意味と社会構造の変化へ対応する意味を理解する。

キャリアカウンセラーとして５年以上の実務経験を有する。

授業毎の⼩テストやレポート課題により形式的評価を⾏う。学習への取り組み姿勢（課題の提出状況、⼩テスト、授業の参加態度な
ど）の評価を５０％、学期末の総括レポートを５０％として単位認定を⾏う。

医療や福祉のみならず、政治・経済など各⾃のキャリアデザインに関する最新の動向について関⼼を持つように⼼がけること。ま
た、⾃分の⻑所・短所を知り、⻑所は伸ばす、短所は改善することが⼈⽣１００年時代の新しい⽣き⽅を⾝につけるために重要であ
る。

教員のオフィスアワーに準ずる。

１ 1),2) キャリアとは何か理解する。 講義 横⼭

２ 1),2) キャリア教育の意味について考える。 講義・SGD 横⼭

３ 1),2) ⾃⼰のキャリアを考える視点を理解する。 講義 横⼭

４ 1),2) ⾃⼰のキャリアを形成する⽅法について学ぶ。 講義 横⼭

５ ３） キャリアデザインにおける資格について考える。 講義 横⼭

６ 1),2),3) ⾃⼰のキャリアプランを⽴ててみる。 講義 横⼭

７ 1),2),3) 他者のキャリアを理解する。 講義・SGD 横⼭

８ 3),4) 医療、保健領域を取り巻く状況を理解する。 講義 横⼭

９ 3),4) ⼈⽣１００年時代を取り巻く社会状況を理解する。 講義 横⼭

１０ 3),4) キャリアデザインに必要なスキルを理解する（1）社会構造 講義 横⼭

１１ 3),4) キャリアデザインに必要なスキルを理解する（2）産業構造 講義 横⼭

１２ 3),4) キャリアデザインに必要なスキルを理解する（3）経済社会 講義 横⼭

１３ 3),4) キャリアデザインに必要なスキルを理解する（4）個性と多様性 講義 横⼭

１４ 1)~5) ⼈⽣１００年時代に必要なキャリアを理解する。 講義・SGD 横⼭

１５ 1)~5) 総括 講義 横⼭

特にありませんが、教員より参考書等⽂献の指⽰があります。

教員の指⽰に従ってください。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

コミュニケーション論 110007B101 2単位

清⽔ 径⼦（福・福） 30 ○

臨床福祉学科・スポーツ健康福祉学科・臨床⼼理学科・動物⽣命薬科学科(1
年)

選択

2022年度後期 演習・講義

【授業の概要】
社会が求める能⼒の⼀つに「コミュニケーション⼒」が挙げられています。授業内容は基礎的な敬語及びマナーを学習し、様々な相
⼿や場⾯に応じた基本的なコミュニケーション技術、援助的態度に必要なコミュニケーション能⼒についての講義形式および（グル
ープ）ワーク形式で実施します。（福：DP(3)(4)）

 【⼀般⽬標】
 コミュニケーション論では、保健・福祉・医療など幅広い現場における対⼈援助に必要な⼈間の関係性を理解し、関係形成に必要な

コミュニケーションの基礎的な知識を習得することを⽬的としています。また、チームマネジメントの基礎的な知識を理解し、チー
ムで働くための能⼒を養います。（福：CP1(1)CP2(11)）

1)社会が求めるコミュニケーションとは何かを考え、説明できる。
2)テキストを読み、⾃分の意⾒を書くことができる。

 3)基礎的な敬語・マナーを⽤いることができる。
 4)⾃分⾃⾝の物の⾒⽅や価値観に気付き、他者との違いを知る。

 5)様々な相⼿や場⾯に応じた適切な⾔葉遣いができる。
 6)相⼿に伝わる話し⽅を考え、実践できる。

 7)相⼿の話を聴くための⽅法を考え、実践できる。
 8)⼈間関係づくりのための演習に積極的に参加する。

 9)⼈間関係を形成するために必要な⼼理的⽀援を踏まえたコミュニケーションの意義や機能を理解できる。
 10)組織に必要なリーダーシップ等チーム内でのコミュニケーションの基本が理解できる。

外部講師として⽇本ペップトーク普及協会の講師を招き、活気・元気・勇気を与えるためのトーク術としてペップトークを紹介す
る。学⽣⾃⾝が前向きになり、周囲の⼈たちを励ますことができるようなコミュニケーション⽅法を学ぶことができる。

授業態度（質問・発⾔などの積極的な参加、返却物の受け取り）及び課題提出状況を50％、学期末の単位認定試験を50％として評価
する。課題提出については、授業中に提⽰したレポート課題は後⽇、採点して返却する。ただし、単位認定試験については、60％以
上得点することが単位取得の条件となる。詳細な評価基準は、授業開始⽇に資料を配布し説明する。

原則、遅刻・⽋席をしない。授業開始時に基本的な敬語のテストを⾏う。また、授業後には課題に取り組み、提出期限を厳守するこ
と。

授業の前後、それ以外は研究室前に掲⽰する。

1 1)2)3)5)9) オリエンテーション 社会問題となっているコミュニケーション不⾜について
敬語：⾃⼰紹介・挨拶・質問・返答の⽅法

講義・演習 清⽔

2 1)2)3)5)9)
コミュニケーション⼒低下の背景
敬語：理解・確認・接客・取次

 課題①：コミュニケーションが減少した背景をまとめなさい。
講義・SGD 清⽔

3 1)2)3)5)9) ⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎① コミュニケーションのメカニズムを理解する。
敬語：電話のかけ⽅・受け⽅

講義・SGD 清⽔

4 1)3)5)9)
⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎② コミュニケーションの常識、⾮常識を考える。
敬語：Eメール・⼿紙

 課題②：コミュニケーションとは何かまとめなさい。
講義・演習 清⽔

5 1)2)3)6)8)9)
⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎③ 相⼿に伝わる⾔語表現について理解し、考える
ことができる。

 敬語：報連相・ビジネス⽤語
講義・SGD 清⽔

6 1)2)3)7)8)9)

⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎④ 相⼿の伝えたいことを聴く⼒について理解す
る。

 敬語：内と外との関係・アポイントメントをとる
 課題③：事例を読み、会話の中で気を付けることをまとめなさい。

講義・SGD 清⽔

7 3)4)5)8)9) ⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎⑤ ⾃⼰覚知をし、他者との違いを学ぶ。
敬語：取引先への訪問・⾯会

講義・SGD 清⽔

8 3)4)5)8)9)

⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎⑥ 他者との価値観の違い、⾃分⾃⾝の価値観への
気づきが促される。

 敬語：相互理解・謝罪・案件の保留
 課題④：コミュニケーションを図る際に⾃⼰覚知する理由をまとめなさい。

講義・SGD 清⽔

9 1)3)5)8)9)
⼈間関係の形成とコミュニケーションの基礎⑦ 社会⼈として必要な基礎的なコミュニケーショ
ンの常識や技術を学ぶ。

 敬語：お礼・お断り・携帯電話のマナー
ＳＧＤ 清⽔

10 3)4)5)6)8)10) チームマネジメント① 話し⽅、聞き⽅の⾃分の特徴について知る。 講義・演習 清⽔
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敬語：接待・クレーム対応
課題⑤：話し⽅、聞き⽅の⾃分の特徴をまとめなさい。

11 3)5)6)7)8)10) チームマネジメント② リーダーシップ・チームワークに必要なコミュニケーションを学ぶ。
敬語：冗⻑表現・社内での会話・ひとの呼称

講義・SGD 清⽔

12 5)6)8)10) チームマネジメント③ コミュニケーションの実際（ペップトークを学ぶ）
課題⑥：多様なコミュニケーション⽅法についてまとめなさい。

講義・SGD 外部講師

13 3)5)6)7)8)10) チームマネジメント④ 双⽅向コミュニケーションの重要性について学ぶ。
敬語：ものの呼称・社会⼈のマナー

ＳＧＤ 清⽔

14 3)5)6)7)8) 相談される場⾯でのコミュニケーション⽅法を学ぶ。
敬語：社会⼈のマナー②・配慮のある⼀⾔

ＳＧＤ 清⽔

15 3)5)6)7)8) まとめ 様々な場⾯に応じた⾔葉遣いに関して再確認する。 
敬語：⽇常会話・冠婚葬祭

ＳＧＤ 清⽔

コミュニケーション⼒〜⼈間関係づくりに不可⽋な能⼒（渡邊忠・渡辺三枝⼦）⼀般社団法⼈雇⽤問題研究会【978-4-87563-259-7】

使⽤しない。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

⽇向国地域論 110125B401 2単位

横⼭ 裕（福・福） 30

スポーツ健康福祉学科・臨床福祉学科・作業療法学科・⾔語聴覚療法学科・
視機能療法学科・臨床⼯学科・薬学科・動物⽣命薬科学科・⽣命医科学科・
臨床⼼理学科（1年）

選択

2022年度後期 講義

九州保健福祉⼤学はその設⽴より延岡市を始めとして宮崎県北部地域に密着した⼤学として発展してきた。本講義と通してこの発展
をさらに良きものとし学⽣が地域とより深く交流するための推進⼒を⾝につけることを⽬標とする。

1)地域の歴史や⽂化について説明できる。
2)地域に期待される⼤学像を知る。

 3)地域における男⼥の⽣き⽅について説明できる。
 4)地域の災害の歴史と現在の危機管理について説明できる。

 5)地域における⼀次産業とその⽂化について説明できる。
 6)地域の産業とまちづくりについて説明できる。

 7)地域の医療・保健と健康政策について説明できる。
 8)地域の暮らしと福祉の歩みについて知る。

 9)地域の観光と娯楽の変遷について知る。

⾏政、観光、まちづくりなど多⽅⾯にわたって地域における実務経験を有する講師を招聘している。

毎講義後に提出物(⼩レポート)を課し、その評価(100％)によって⾏う。

外部講師にご講義いただくので礼を失することのない受講態度で臨むこと。

⽉⽔⾦12:30~13:00

1 1)〜8) これまでの講義概要を理解し、地域について知ることの意義を理解する。 講義 横⼭

2 1) 宮崎県北地域の⽂化財及びその保護活動について理解し、歴史と⽂化との関係性を理解する。 講義 横⼭・外部講
師

3 2) 県北地域に芸術活動の現状を理解し、地域と世界の芸術交流の未来のあり⽅を理解する。 講義 横⼭・外部講
師

4 4) 県北地区の⼀次産業の歴史と現状を知り、それが育んできた豊かさを理解する。 講義 横⼭・外部講
師

5 5) 県北地域の第三次産業の現状を理解し、商業と街づくり・⼈づくりの関係について理解する。 講義 横⼭・外部講
師

6 6) 県北の⾃然の魅⼒を知り、⾃然を⽣かしたまちづくりの現状を理解する。 講義 横⼭・外部講
師

7 7) 県北地域の税⾦をとりまく現状を理解し、これからの正しい納税者のあり⽅を⾝に着ける。 講義 横⼭・外部講
師

8 7) 県北地域が経験した災害とそれに対処してきた歴史を知り、蓄積された先⼈の知恵と現在の対応
を知る。

講義 横⼭・外部講
師

9 1)6) 県北地域の⾏政の現状を知り、様々な問題に対してどのような取り組みがなされているのか理解
する。

講義 横⼭・外部講
師

10 1) 県北地域の教育について知り、地域の⼈材育成がどのように実践されているのかを理解する。 講義 横⼭・外部講
師

11 8) 県北地域における観光資源の発掘、観光地環境整備、地元プロモーション活動の現状を知り、県
北地区の観光の可能性について理解する。

講義 横⼭・外部講
師

12 1) 宮崎県北地域に伝わる神話や今⽇にいたる様々な歴史について理解する。 講義 横⼭・外部講
師

13 3) 県北地域の⾃然環境と暮らしとの関係を知り、これからの環境保護活動について理解する。 講義 横⼭・外部講
師

14 1) 県北地域で⾏われている薪能について知り、それが市⺠共同運動へと発展して⾏った経緯につい
て理解する。

講義 横⼭・外部講
師

15 1)〜8) 講義を通じて学んだことをふりかえり各⾃が地域について考えたことをまとめる。 講義 横⼭

必要に応じて別途指⽰する。
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必要に応じて別途指⽰する。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬
標(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員
による教育

評価⽅法

準備学習・履修上の
注意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

ボランティア活動 110151A401 1単位

松原由美（福・臨）藤原幸⼦（福・臨） 30 ○

スポーツ健康福祉学科・臨床福祉学科・作業療法学科・⾔語聴覚療法学科・
臨床⼯学科・薬学科・動物⽣命薬科学科・⽣命医科学科(1年) 

選択

2022年度前期、2022年度後期 講義・演習及び活動 

 今⽇、地域社会においては「地域共⽣社会」の在り⽅が問われており、私たちは社会の構成員として、フォーマルなものからイン
フォーマルなものまで、様々な領域や場⾯で社会活動に参加し、貢献する役割が求められている。ボランティア活動は、私たち⼀⼈
ひとりが⾝近なことから社会的課題を考えて主体的に取り組む社会参加活動である。この授業では、ボランティア学習をとおして、
地域社会に貢献する⼼を育み、⾝近な⽣活の課題や地域社会問題の理解と社会への参加を⽬指す。

  授業は、講義と演習及びボランティア実践活動を中⼼に進められる。実践活動報告書の評価や中間における⾃⼰評価、授業最終⽇
にまとめの評価を⾏う。

1)ボランティア活動の意義と意味について理解し、説明することができる。
2)受け⼊れ先の施設・団体の社会的な役割や多世代の価値観を理解することができる。

 3)個々の興味・関⼼や専⾨分野に関連するボランティア活動に、主体的かつ計画的に参加することができる。
 4) 対⼈援助の基礎として、⾝近な⽣活課題や地域社会問題を理解し、各領域における実践を念頭に置きながら活動することができ

る。
 5)社会的マナーを理解し、契約（約束）を守ることができる。

 6)ボランティア体験を他者と共有するための演習等に積極的に参加し、他者の意⾒に⽿を傾け、⾃分の思いを⾔語化することでき
る。

 7) 受け⼊れ先の施設・団体の⽬的を理解し、⼤学⽣ボランティアとしての役割について考察し、ボランティア体験で得た学びを、他
者と共有することを通して、学習を深化させることができる。

 8) 報告書の意義を理解し、適切にわかりやすく、正確に書く事ができる。
 9)個々の体験から得たものを⾔語化し、報告会にて発表することができる。

 10) 薬学教育モデル、コアカリキュラムとの対応ができる。

科⽬担当者は、学校や児童福祉施設などの地域貢献活動等での5年以上の実務経験に基づき、「ボランティア活動」の習得を⽬的と
した授業と実践指導を⾏う予定。また、外部講師として、ボランティア要請団体、ボランティアコーディネーター等の実践者を招く
予定。  

授業後における⼩レポートと演習及び学習への取り組み姿勢（レポート等の提出状況、授業態度）の評価を３０％、活動内容及び報
告書を７０％にし、包括的に評価する。

 最初の3コマはオリエンテーション、ボランティア活動を⾏うための⼼得や社会的マナーなどの指導、ボランティアコーディネー
ター実践者からの講話、記録についてなどを事前学習として、座学で学ぶ。その後５⽉から翌年１⽉末までの間で10回程度のボラン
ティアを実践し報告書を作成する。ボランティアを⾏う事については内容や団体などに⼀定の基準を設ける。ボランティアを実施す
る場合は⼤学が認定したものに限る。年間を通して、活動実践の報告、振り返り、評価のための授業（演習）を3回程度、実施す
る。

 また、後期の最後に到達⽬標に関する試験を実施する。受講者はボランティア保険に加⼊すること。

時間割が確定後研究室に掲⽰する 

1 1) 2)3)10)

【事前学習①】
1, オリエンテーション

  ①授業⽬標、意義、年間授業計画について理解する
  ②活動⽅法、⼿続きについて理解する

  ③授業評価、単位認定⽅法について理解する
  ④ボランティア活動のルールとマナーについて理解する

   ・窓⼝、ボランティア掲⽰板、学⽣連絡先の確認、⾃⼰紹介書の提出について
 2,講義

  「今⽇におけるボランティアの意義」について理解する

講義 演習 担当教員

2 1)2)3)10)

【事前学習②】
１,講義と演習

  ①ボランティア活動とボランティア保険についてについて理解し、加⼊する。
  ②年間ボランティア活動計画の策定について理解し、作成する。

  ③活動報告書の意義と書き⽅について理解し、書くことができる。
  ④ボランティア活動実践に向けての⼼得について理解する

講義・演習 担当教員・外
部講師

3 1)2)3)10)
【事前学習③】
1,講義

  ボランティア活動の実践事例を通して、ボランティアの内容を具体的に理解する。
講義 担当教員・外

部講師

4 3)4)5)8)10)

【ボランティア活動実践】
 ー5⽉から12⽉までに、10回のボランティア活動を実践する。ー

  掲⽰板に紹介するボランティアから、個々の興味・関⼼や専⾨分野に関連するボランティア活
動に参加し、活動報告書に記録を書く。活動報告書は教員の添削を受ける。

実践 担当教員

5 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

6 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員
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7 6)7)9)10) 【振返り】
1,講話(先輩に聞く）

  ボランティア活動の意義と実践について
 2,演習

  前期の実践について評価し、レポートを書く

講話・演習 担当教員

8 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

9 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

10 6)7)9)10)

【活動報告と評価】
1,活動報告①

  計画を達成した学⽣から聞く
 2,演習（実践の評価）

  前期及び夏休みの実践について振り返る
  ①これまでの活動の⾃⼰評価をする

  ②達成した学⽣から得たものは何かレポートを書く。
  ③今後の計画の⾒直しをする。

演習 担当教員

11 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

12 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

13 1)6)7)10)

【講義と評価】  
1,講義

  地域貢献とボランティア活動
 2,演習（実践の評価）

  これまでの実践について振り返る
  ①これまでの活動の⾃⼰評価をする

  ②達成した学⽣から得たものは何かレポートを書く。
  

講義・演習 担当教員・外
部講師

14 3)4)5)8)10) 【ボランティア活動実践】 実践 担当教員

15

3)4)5)8)10)
 
 
6)7)9)10)

 

【活動報告と最終評価】
1,活動報告③

   計画を達成した学⽣から聞く
 2,演習（実践の最終評価）

  ①実践の根拠を持った評価をする。
    ②ボランティア活動の意義について考える。（レポート）

  

演習 担当教員

講義時に配布するプリントなどを使⽤する。

講義時に配布するプリントなどを使⽤する。



科 ⽬ 名 授業コード 単位数

担当者(所属) 時 間 数 AL科⽬

配当学科（学年） 必修・選択

開講学期 授業形態

授業の概要・⼀般⽬標
(GIO)

到達⽬標(SBOs)

実務経験のある教員に
よる教育

評価⽅法

準備学習・履修上の注
意等

オフィスアワー

授 業 計 画

 回数 SBOs No. 授業内容 授業⽅法  担 当

実務実習Ⅰ 120511J301 10単位

徳永仁、⼤倉正道、⼤塚功、⽊村博昭、⿊川昌彦、⽩崎哲哉、鈴⽊彰⼈、髙村徳
⼈、⽐佐博彰、松野康⼆、⼭崎哲郎、⼭本隆⼀、横⼭祥⼦、渥美聡孝、緒⽅賢
次、甲斐久博、興梠靖幸、園⽥純⼀郎、⽥原佳代⼦、⿃取部直⼦、堤敏彦、常住
淳、⽇⾼宗明、吉⽥裕樹、内⽥太郎、杉⽥千泰、中村賢⼀、⻑野貴之（全員が
薬・薬）、指導薬剤師

450 〇

薬学科（5年） 必修

2022年度前期、2022年度後期 実習

病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤、製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的知
識、技能、態度を修得する。

改訂薬学教育モデル・コアカリキュラムとの対応：F薬学臨床
各詳細なSBOsならびに到達度評価（4段階）が、実務実習指導・管理システムに収載されているので、詳細については、必要に応じて閲覧
する。実習中は3回にわたって形成評価を⾏う。

 (2) 処⽅せんに基づく調剤
 ① 法令・規則等の理解と遵守

 ② 処⽅せんと疑義照会
 ③ 処⽅せんに基づく医薬品の調製

 ④ 患者・来局者応対、服薬指導、患者教育
 ⑤ 医薬品の供給と管理

 ⑥ 安全管理（医療安全と感染制御）
 (3) 薬物療法の実践

 ① 患者情報の把握
 ② 医薬品情報の収集と評価・活⽤

 ③ 処⽅設計と薬物療法の実践（処⽅設計と提案）
 ④ 処⽅設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作⽤の評価）

 (4) チーム医療への参画
 ① 医療機関におけるチーム医療

 ② 地域におけるチーム医療
 (5) 地域の保健・医療・福祉への参画

 ①  在宅（訪問）医療・介護への参画
 ②  地域保健（公衆衛⽣、学校薬剤師、啓発活動）への参画

 ③ プライマリケア、セルフメディケーションの実践
 ④  災害時医療と薬剤師

  

実務実習にあたっては、実務実習調整機構等主催の認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップへの参加ならびに講習会に参加し、実務実
習指導薬剤師と認定された医療現場の薬剤師（外部講師）が実習⽣を教育・指導を⾏う。

①実務実習指導・管理システムで実習指導者（外部講師）により11週間中の４週、8週、11週終了ごとに到達度測定を⾏う。それをもとに
指導者ならびに実習⽣相互に進捗状況を把握する。最終的には11週終了時点で別途⾏う指導者の評価（実習に臨む態度も含む）により評点
する（50％）。また、その評価のうち、領域４ならびに５については、実習期間中に⼊⼒されたレポートと⼀週間振り返り（週報）をもと
に評価する。

 ②教員は、実習終了後に提出する実習報告書の記載内容、各講座・研究室での実習報告会の内容をもとに評点する。さらに、週報作成状
況、到達度⼊⼒状況、実習報告書をもとに評点を⾏う（30％）。

 ③出席状況や提出物への対応など（20％）を加味し、実務実習員会において総括的に単位認定する。

実習施設規則の遵守、守秘義務の遵守、実習指導者による指導の遵守。
実務実習開始の前週に、上記に関する注意や書類配布を含む説明会を⾏う。本説明会は実務実習Ⅰ及び実務実習Ⅱに必須であるので、遅
刻、⽋席をしないこと。

 実務実習指導・管理システムで管理するので、各⾃必要事項を指⽰に従って⼊⼒するとともに、⽇々の⽇誌、週報、レポート等の作成に当
たっては、システムを通じて⾏う。

 実務実習の準備として⾏った実務実習事前学習における修得状況を⾃⼰評価したうえで、実務実習に臨むこと。

実習期間中は、実務実習指導・管理システムのメールで担当教員か実務実習担当責任者へ連絡すること。内容によっては、実習センターで
も良い。随時電話での対応も⾏うので、時間帯ごとに事前に⽰してある連絡先へ連絡するように。

実習開始
前 1）

実務実習全般に関する説明
接遇や⾝だしなみについて考える： 医療施設の⽅から話を聴く

  
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

講義 全員

1週 2）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。
実務実習 全員、指導薬

剤師

2週 3）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。 
実務実習 全員、指導薬

剤師

3週 4）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。 
実務実習 全員、指導薬

剤師



教科書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

参考書 （著者名） 出版社名 【ISBN】

4週 5） 実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。  

実務実習 全員、指導薬
剤師

5週 6）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。 
実務実習 全員、指導薬

剤師

6週 7）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。
実務実習 全員、指導薬

剤師

7週 8）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。 
実務実習 全員、指導薬

剤師

8週 9）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。  
実務実習 全員、指導薬

剤師

9週 10）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。   
実務実習 全員、指導薬

剤師

10週 11）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。  
実務実習 全員、指導薬

剤師

11週 12）
実務実習に当たっては、受⼊れ施設の実務実習実施計画書に基づいて進⾏する（実務実習指導・管理
システム内に収載）。

 進捗状況や到達状況によっては、予定変更もある。
実務実習 全員、指導薬

剤師

実習終了
後

実務実習報告会 プレゼンテー
ション

全員

指定なし

指定なし



実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 

 

 
通信教育部 社会福祉学部 臨床福祉学科 

 

区分 科  目  名 単位数 開講年次 授業形態 備   考 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ  ２ １ Ｔ Ｔ：テキスト科目 

Ｓ：スクーリング科目 

Ｍ：メディア科目 

TS：テキスト･スクーリング科目 

 

 

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ  ２ １ Ｔ 

地域福祉と包括的支援体制 ４ ２ Ｔ 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ １ Ｔ 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２ ２ Ｔ 

低所得者に対する支援と生活保護制度  ２ ３ Ｔ 

介護概論 ４ ２ Ｔ 

高齢者福祉 ４ ２ Ｔ 

保健医療サービス ４ ２ Ｔ 

認知症の理解 ２ ３ Ｔ 

発達と老化の理解 ２ ３ Ｔ 

こころとからだのしくみ ２ ３ Ｔ 

更生保護制度 １ ４ Ｔ 

権利擁護と成年後見制度 １ ３ Ｔ 

 

合計 34単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






























